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1被占領下の被ばく表現
一
　
被占領下の長崎（浦上）原爆の被ばく表現
　
爆砕。日常の現実が崩壊した、眼前の見紛うことのない事
実。極限の破壊とその後の大火の直中で、まさに万を越える生死の際が錯綜した。絶対的な壊滅と現実の地獄は、瞬時のことであり、誰も予知し得ない悲劇であった。　
七〇年余り前の、それらの混沌と悲惨は、直接的な体験か
ら間接的な体験として新たに獲 され、記憶されるも へと移行した。また潜在的な記録は、これからも多く 試行と試論が積み重ねられるこ で、少しずつではあるが、断片的な記録として顕在化する。そこに、 意味付けが される。小文は、そのようなうねりのなかの微小な一過程に過ぎない。　
長崎（浦上）原爆に関連する、また他領域を含めた在米の
膨大な資料を見上げ、唖然とし、呆然 たことがあった。その後のこととして、自らが しえ 些少、自らが為し得なかった稚拙を合わせ、加え 、時々の瀬踏みや足踏みを悔いる。そのような戸惑い 抱えたまま、被ばく時を必死に生きようとした足跡や、ひたすらに生き続け 悲痛 無念を 一つ、二つと追い掛けた。モードなどに与しなかった、また受
け入れられることもなかった。　
一次的資料の多くは、埋没し、消滅し、遠ざかっていく。
ただいま現在においても、そうである。小文は、被爆と被曝の二つの意味で被ばくと記し、するべきことの最小を為して、それらに抗う私的な現在の刻みとする。　
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検閲に関し、井上光晴の初期詩編
が、検閲制度と対立的に向き合った一例であ 事例研究をおこなった（ 『戦後文学成立期に関する研究』二〇一八年二月北方新社発行所収） 。そ 論究において、米国メリーランド大学プランゲ文庫所蔵 『佐世保文学』創刊準備号と創刊号の細目を、長崎県佐世保市立図書館が所蔵する原資料 対照して、紙面本文の異同を確認した。 『佐世保文学』創刊準備号は、一九四六年六月一日印刷、一九四六年六月十二日発行（ 「五日」の記載を手書きで訂正） 、定価四円で、謄写版印刷である。佐世保市京坪町佐世保 学会を発行所として、佐世保市京坪町九一秀島一男が編輯兼発行人である　
被占領下の
G
H
Q
/SC
A
P
検閲に関し、類似の事例として、
松尾
敦あつ
之ゆき
の自由律原爆句「火を継ぐ」がある。 「火を継ぐ」
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2は、長崎県平戸市で、占領軍の検閲制度を度外視して、ガリ版刷りで発行された（近藤原理「兄
耿あきら
の原爆死とその前
 
後」 ・ 『証言2009
　
ヒロシマ・ナガサキの声』第二三集二
〇〇九年一〇月 の証言の会発行） 。その『火 継ぐ』原資料や紙面本文を、個人所蔵資料によって確認した。　　
「みほとけとなれる吾子の前に来て／いくさの服を今は脱ぐなり」 （近藤益雄・右同）
　　
「どうしたって黙っていられるものか／愛するものを死なしてしまって冬が来るのに」 （近藤益雄・右同）
　
平戸市内に幾度か赴き、実地踏査をおこなった。しかし、
平戸市内で謄写版刷りの文学誌を発行した経緯や、周辺事情を未だに詳らかにすることが出来ない。それらの作業を継続し、傍証資料や関連資料を再確認し、別稿の機会を得て 彼らの悲しみや悔しさや素志を掘 起こした　
長崎県の佐世保市と平戸市は、日本の西端に位置する。両
市は、平戸瀬戸は挟んで九州北部と島嶼部に分けられるが、長崎県内の近接する都市であり、ほぼ同時期に、類似する文学的な活動をおこなった。その地域性 、特定の要因や根拠を求めるより、文学的な活動を支えた母集団の性格が異なるため、それぞれに独歩の活動であったと見なす方が妥当である。他方、間遠い関係性として そこに人的な繋がりや密か
な語りなどを想定し、二つの文学的な集団に共通する要因を見出す可能性があるのかもしれない。　
同じ県内の、近接する地方都市において、占領軍と被占領
下という強固に拘束された厳しい現実に向き合い、文学作品や文学的活動よって対峙した。長崎県の北部は、敗戦期、「危険」を伴う表現活動がなされた、そのような地域であった。七〇年余り前の、被ばくに関す 事実と素志と感情の起伏は、微細であったとしても、記憶されてよ ことである　
また軍需都市長崎市内や長崎市外に関わらず、被ばく時と
被ばく後の現実を生きるこ は そこに派生 考え方や感じ方の一つの根があり、それらのこと 始まることを、それらへの思いを私的に組み上げて、そ 後の転変や逸脱や付加や断絶を生き続けた。あるいは、生きる を半ばで断念した。その生きた滲みのようなものは、追検証が 来る事柄ではない。それ程に、ひとり一人の存在は重い。そのよう 考える。　
例えば鉄路の場合、ひとり一人の、自殺にいたる前後の記
録は残されていない。生き残った いう負い目。生き続けるという途方もない困難。望みの薄いなかに、その薄さが、朦朧体とし具現する か さ そのことは、そ 滲みという思いに至る。本来、論究の想定は の追駆にある。それを、なし得ない。な 得ない、と うことに止まらない。それは、努めとしてあ
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絵（写真九点）を掲載する。この時期、視覚資料の併載は容易ではなかった。読者は、本書の視覚資料と文字資料から細部を想い描き、事柄の前後の有り様を実感的に受け止めた。　
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検閲図書『長崎精機原子爆弾記』の表紙
には、 「
D
-8504 」 、 「
B
O
O
K
」 、 「
C
E
 8-aug-49 」 、 「
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「
N
A
G
A
SA
K
ISE
IK
I/G
E
N
SH
IB
A
K
U
D
A
N
K
I 」 、 「
Z
A
R
A
 C
R
 
1000 」とメモ書きされている。 「
D
-8504 」は、被検閲図書受
入番号であり、当該の番号 一九四九年八月 受入台帳の数字に相応している（拙著『被占領下の文学に関する基礎的研究
　　
資料編所収「被占領下に発行禁止・不許可に処せ
られ、また、出版辞退 及んだ書籍一覧表」 』一九九五年一〇月武蔵野書房発行） 。 「
C
E
 8-aug-49 」は第三地区福岡検閲
局の受入日 「
8/22/49 」は検閲業務の終了日のメモである。
「
N
A
G
A
SA
K
ISE
IK
I/G
E
N
SH
IB
A
K
U
D
A
N
K
I 」は、書名のロ
ーマ字表記である。 「
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 1000 」は、本文用紙はザラ
紙である意味 メモ書きであり、一〇〇〇部発行されたとの覚え書きである。　
同書は、一九四七年一〇月に事後検閲制度となった後の図
書の刊行である。事前検閲ではない。そして、事後検閲制度は一九四九年一〇月三一日に検閲業務を終了する。本書の刊行は、そ 約三ヶ月前のことであった。その組織は 同年一一月一〇日に解散になる。　
先の「一覧表」に記載された最後の書名は、同年一〇月二
　
その数は、何百人とも、それ以上ともいわれる。破壊後の
現実に生きる、その多くは、毎日の苦難と苦闘の連続に、地を這い回り、泥をこねる暮らしであった。虚舟などではなかった。 在も、詩語などで語ることは出来ない。敗戦期は、被ばくという破壊と重ね合わせること 、今 欠落を追尋する方途となり得る。　
後述する故奥泉榮三郎の遺された文書資料を受け入れるに
際し、それまでの資料などを改めて見直して小文にまとめる。二
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検閲図書『長崎精機原子爆弾記』書誌など
　『長崎精機原子爆弾記』は、一九四九年七月二五日に印刷され、同年八月九日に三菱重工業（株）長崎精機製作所から発行された。同社勤労課長福澤千里が発行人であり、北岡博善が編集人であり、編集人が本書「後書」を記す。そこに長崎（浦上）原爆によって「死者二二六〇、傷つける者四二六〇、合計六五二〇人の従業員がその犠牲となつた」と記す。　本書の刊行企画の最初は、原爆一周年の法要後の座談会に
おける、福田由郎所長の発案 るものであった。本書の刊行が、そのことによって実現し 経緯が手短に記される。表紙見返しの添紙には 「この生々しき体験実録を／故登原所長以下二二七三殉職者の／霊位に献ぐ」とあ 。死者 実数が整合しない 刊行する間際まで 数の確認に努めたことに拠ると思われる。本書は、被ばくの現状を伝える 頁 口
4五日柳沢書店発行『論理の科学』である。事後検閲制度が終わろうとする時期の『長崎精機原子爆弾記』の刊行は、第一地区と第三地区とで異なるが、ほぼ同じ手続きによった検閲業務であった。それが、一九四六年や一九四七年であったならと仮定すれば、同じ検閲結果とならなかったとも考える。そのような被ばくに関する検閲の揺れ幅を想定するためにも、また検閲の記述に対する関心の在り方を想定するために 、『長崎精機原子爆弾記』検閲痕跡の確認は有意性を持つと考える。　
同書には、付帯する英文調書や決裁書などの関連する英和
文資料がない。そのため、本書がどのように 手続きを通り抜け、どのような検閲判断に拠るものである かを明確に出来ない。また、検閲当該頁の判断根拠の明示も出来ない。違反本文や不同意本文などが、下読みの日本人検閲員 よって摘出され、その判断が適当であるとされた場合、当該図書の表紙にメモ書きされる場合が多い。本書 表紙 は、そのようなメモ書きがないことから、結果的に、違反箇所となる本文記述はなかったと推定す 。よって、改版本による発行を求められ かった。三
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検閲図書『長崎精機原子爆弾記』検閲痕跡
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検閲図書『長崎精機原子爆弾記』の本文には、
下読み日本人検閲員に るものと思わ る検閲痕跡 ある
それらは、本文の異同に関わる痕跡ではなかったと推定する。下読み日本人検閲員は、現場の上位者である担当米軍将校の指示に従い、被ばく時 体験を記した本文を読み込んだ。そして、検閲痕跡を付した幾つかの本文を英訳し、上位者の判断を仰いだ。それらの覚えを、表紙に手書きのメモとして記した。
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検閲は、本書のどのような表現内容に関
心を寄せ、同時に本書の記述を監視したのか。そのような関心から、本書の検閲痕跡を以下に引き写す。　
同一の奥付刊記をもつ『長崎精機原子爆弾記』を、長崎県
立図書館郷土課が所蔵する。奥付表 や制作資材などが同一であると確認した。その後に、同課所蔵本と 検閲図書本文（複写文）との対照をおこなった。また長崎市立図書館が、復刻版や異本を所蔵する れらとの対照 、必要と思われる本文でおこなった。それ の確認から、検閲による指示によって、変更などを強いられ 本文を見出せなかっ 。それまでが、現段階の確認と推定であ 引用文の後 付した※印は編者注記である。本文五頁五行目～一四行目「その後登原所長は諫早の病院で亡くなられ、倉田君市川君は諫早の病院から大村の海軍病院に移され間もなく死亡さたと聞いて悲嘆にくれた。十日程たつたと思う頃、谷口君が川棚の海軍病院に入院中無断で逃げ出し、自分の傷を忘 て
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わざ〴〵見舞に来てくれた時には全く驚かされた。それから九月始めになつて傷は段々なおり歩行するようになつた頃突然、 【発熱四〇度で喉が閉（ママ）がり何物も通らなくなつた。白血球は不完全で数量九〇〇位だつたそうで、いよ〳〵危篤状体（ママ）におちいつたようだと云うのでその後毎日約二週間位輸 を続けて貰ひ次第に快方に向 。その後傷はなおつたが耳下腺が切断されて唾液が外部に出て非常に困つた、 （ママ）治療法がなく自然に放置するほかなく、七、八年の内にはなおるかもしれないと宣告された時には、全悲観せざるを得なかつ が不思議に十一月中頃これがふさがつたので元気をとりもどした。 】／この間、 」※【】内が検閲員による鉛筆書きの印 付された検閲本文の相当箇所。頁の天に、覚えの印や符号が付される。そのため厳密に当該本文を抽出することが出来ない場合 ある。本文の として、そ 前後 記述を含めて復元した。また本文に一重カギ括弧「」で明示される場合もある※異本と対照し、幾つかの平仮名表記などの異同がある 、検閲による表記 強制的な変更ではないと推定。煩瑣を避けるため、それらを逐語的に列記しなかった。他例 本文箇所も、同様であると推定するため、同じ扱いとした。※本文に「 「
 」 」印。 （ 「」は検閲本文の痕跡をそのままに引
用する意味。更なる一重カギ括弧は本文に記された検閲痕跡「」であるとの意味。以下同じ）
※「序に代えて」と「目次」はそれぞれに独立した頁数。それらの後に本文頁数が続く。※福田由郎「序に代えて」 。被ばく時は副所長兼第一工作部長。記述時は三菱重工業（株）長崎精機製作所長。本文六頁一行目～二行目「 【登原所長以下三 〇〇名の殉職者を出したと云うことは何といつても遺憾に堪えない。 】／私はあの当時大きな傷を負い、 」※天に「✓ 印。※福田由郎「序に代えて」 右同。本文一頁七行目～一二行目「行きました。 【壕は昨日新しく掘り出した処と通じて広くなつていました。暫く土運びして、男の人達の掘られるのを見ていると、低空の爆音が聞えて、 「あゝ、飛行機が」と誰かが叫んだ瞬間、壕の入口でドーン う物凄い音がして、今まで奥の方まで明るかつた壕内は真暗になり、同時に熱い風が泥と一緒にサアーツと吹込ん 来て、私の体は一層奥底へ吹きやられました。その時 ぶつていた手拭は吹き飛んで、ばあつと髪の毛が広がつてバサ〴〵になり、空気が ごつて息苦しくなりました。 】あゝ、これで死ぬのだと思つて、 」※天に「✓」印。
6※馬場美和子「城山校にて」 。被ばく時は給与課第一給与係。記述時は勤労課労務係。本文七頁九行目～一八行目「壕の上に茫然と立つて四方の有様を見る。世間は灰色になつている。急に騒がしいと思つて見ると、すぐ横に校舎からぬけ出して来た人達が、大怪我をして喚いてい 私の席の前や横に坐つ 居 学徒報国隊の人が眼についた。向うでも私を見つけると、 「武藤さん助けて、苦しい」 しきりに私にすがりついて来る。何一つ看護する物もない。一体どんなにすれば良いのか迷 た 唯、 「しつかりしてね」と何べんも云つて元気 つけるだけであつた。 【私 横の席 坐つて仕事をして居た中村と言う人の顔全体にガラスがさゝつ 、血みどろの中 、くやし涙が異様に光つていた。／何 言うあわれな有様だろうか、 （ママ）私達は思わず手を握りあつて声をうるませた。近くの木々がバリ〴〵音を立てゝ燃え出している。着物は剥ぎ取られ 皮膚までもが剥げかゝり、赤黒い皮膚に真赤な血が流れて、で 意識は判 きりして水を飲みた 〳〵と叫び、呻く人達が沢山眼についた。 】兎も角此処を抜け出さねばと思い。 （ママ）挺身隊の中村さん、学徒の唐川さんと手を繋いでそこを下りた。 」※天に「✓」印。※武藤弘子 城山校にて」 。被ばく時 給与課第二給与係。
記述時は勤労課労務係。本文一〇頁一七目～一一頁四行目「彼は痛いとは言わなかつた。／三／【私は松本君を城山の防空壕より製鋼所の仮治療所まで、途中何十回となく休んで運んでいつた。松本君は休む度に寝た。寝る度に背中の皮がむけていつた。そしてわたしが背負う度に胸の皮がむけていつた。竹の久保の変電所の付近に来た頃には眼の縁と足の裏だけになつ た。 】／始め空襲の際、 」※本文に「 「
 」 」と天に「✓」 「 （
 」印。
※中村実「無上」 。被ばく時 給与課第 給与係。記述時は勤労課厚生係。本文一五頁二目～一二行目「 「あれは何だろう」と上空を指さし ／【真中の助手私の腕を引寄せた、 （ママ）思はずガラスに顔を近づけて空を仰ぐと、見えた、 （ママ）確か 爆弾の姿だつた。落ち方の遅い爆弾だなあとの考えが頭の隅を走り去つた。 あれは爆弾ぞ」と言いながら私は右手を扉 引手 掛けた。十米（ママ・千米か）の上空を一秒二秒三秒三人はガラス越に見つめていた。と突然其の爆弾が真黄色の炎となり光となり目の玉に飛び込んで来た。炸裂したのである。三人共異様な悲鳴を挙げた記憶を最後に、車外に吹飛ばされていた。近距離
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なので音は判らない。私は気が付くと膝を折り頭に両手を被せ地面へ伏せていた、 （ママ）辺り一面どす黒い砂煙に覆われて何も見え無い。眼をやられた？
　
胸が苦しいので一時呼
吸を止める。目をつぶる、爆風で身体が押されるので場所を変る、胸が苦しい、一息して又呼吸を止める、 （ママ）眼を明（ママ）け も何もわからぬので、又つぶ 。爆風が来る、場所を変る、 （ママ）同じ様な事を三度繰返し眼を開ける 、ぼんやり先方が見えて来た 】／その間の苦しい時間の長かつたことよ、 」※本文に「 「」 印。※原謹一郎「竹之久保にて」 。被ばく時は資材部運輸係。一九四八年三月 退職し記述時は自営業。本文一八頁一四行目～一九頁四行目「仕事を続けていた。／【間もなく仕事もおわつたので、一息しながら腕時計を見ると、十一時に七八分前、 （ マ）腰掛の椅子を後にすべらせながら、引出 の中から煙草を取りだし、志願者の方に向を直し／「おまたせ ました」／と、ことわりつつ身体を一渡り眺めた。二十才位の小柄な、神経質らしい娘さんだ……と思いながら卓上の電気マツチを握つた。と其の刹那……ピカツ……と白熱の尖光と共に身体に熱気を感じたか 思うと、瞬間、ドカンと爆発音……。私は無意識にからだを投げ出すように机の下にすべりこんだ。 髪
を入れず食堂二階がガラ〴〵と崩れ落ちて土砂のようなものが、脊の方に振りかゝる。 】／……」※天に「✓」印。※高名麒久雄「第一工員食堂」 被ばく時は厚生課烹炊係長。記述時は勤労課厚生係長。本文二一頁六行目～一五行目「崩れ家屋からかけ下りながら／【 「工作隊、消防隊……食堂がやられてる……早く来てくれ……」／と声を限りに叫ぶが何等の反響もなければ、人の集る模様だにない、 （ママ）食堂に爆弾が落ちてい のに 日頃の訓練はどうしたのか……誰一人集らないが……？
　
獨り不思議に思いつつ心を
落つけて周囲を見廻すと、今迄あつた筈の給興課もなければ、工作部の建物も総務部の事務所も形がない。此 時始めて、工場全体が手ひどくやられたのだとわかつてきた… と同時に不安が一段と強くなる。／国旗掲揚柱の広場に引返した。／不思議……不思議……今迄明るかつた空が黄灰色 気体に覆れて、天地晦明一面 うすぐ りに変わつた。 】／私は掲揚柱の根元に 」※天に「✓」 「✓」印。※高名麒久雄「第一工員食堂」 。右同。
8本文二九頁一二行目～一八行目「崖が崩れるような異様なざわめきを感じた／【おかしいなあと思つて外を振返つた、 （ママ）途端、甲乙機械工場の中間の広場から青色を帯びた黄白い光が一直線に眼を射て来た。其の光は恰も自分を目がけて一直線に矢の様に進行して来た。ハツと思つて向き直つて、かねて訓練を受けた「伏せ」 して眼を覆い、耳を塞いだ。 】ピユウ〴〵ガラ〴〵〴〵が続く数秒、音が静ま あたりを見 ば、屋根のスレートは一面に破れ落ち、押し潰された窓枠、鉄骨等は飴の様に曲り倒れている。 」※天に「✓」印。※小佐々八郎「機械工場にて」 。被ばく時は大橋機械工場。記述時は労働組合組合長。本文三三頁二行目～五行目「南瓜の摺り汁や、胡瓜の皮などをつけて たが、傷に膿持ち、 【遂には原爆症の下痢（黒便、緑尿）を起し 死亡した。 】／せめて一度でよい、御医者に見 頂き手当して貰い度い、栄養素注射も欲しいと考え みたが」※本文に「 「
 」 」印。
※小佐々八郎「機械工場にて」 。右同。本文四〇頁一行目～六行目
「九時頃警戒警報が入つた。すぐに空襲に入つて僕が防空壕から自分の職場にかえつた時には時刻は十時三十分を過ぎていた。運命の時は刻一刻せまりつゝあつたのに何にも知らずに皆額に汗して仕事に一生懸命だ と、飛行機のにぶい爆音を聞いたなあと思つた瞬間だ 。 【ぴかりと稲光が空を切つた。と んに、僕はなんだか熱い熱風を感じ、大きな力で僕の体 押えられたように感じた。此処迄は つきり知つているのだがこの後は記憶にない。 】／気が付いた時は工場の下敷になつていた。 」※天に「✓」印。※新屋鋪孝道「仕上工場にて」 。被ばく時 大橋仕上工場。記述時は工作部鍜造工場。本文四八頁六行目～一〇行目「私は此の当時工場に居るよりも、出張日数が多い位 各県にあるメーカーを廻つておりました。 【此の時も東京へ行く予定のため購買課と管理係の打合わせの件に付き、大橋工場え（ママ）来て、神代さんから指示を承り、椅子に掛けるのと殆ど同時に、室外が真白く光つた事を記憶しております。／私が大声であら〳〵と二度位叫んだ事を今も覚えております。 】それからは音も光も何にも判りませんでした。 」※天に「✓」印。※松浦半三郎「工務課にて」 。被ばく時は大橋工務課。記述
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時は鉱山機器課エアモーター係。本文五〇頁一〇行目～一五行目「今日はいつもの型を破つて、お昼近くにもなるのに警報も発令されていない。 【そう思うと魂のどこかに少々ゆるみを感じたようである。と、その時である。ピカツと白線が目のくらむように光つた。続いてパンと音がした。軽い爆音である。瞬間何か大きな物音がしたかと思うと、私 躯が中 浮いてどこかへ強く叩 つけられたような感じがした。 】私は思わず机の下へもぐり込んだ。机と共に一間ばかり窓ぎわへ吹き付けられたである。 」※天に「✓」印。※池田高雄 鋳造工場」 。被ばく時は大橋鋳造工場。記述時は工作部鋳造工場。本文五五頁八行目～一三行目「父の言に依ると、私の妻や子供達も皆生きているとの事だ。私はすぐ山手の防空壕へ急いだ。あゝ、みんな生きているのだ。 子供を抱いた。みんな喜こび（ママ）合つた 軽傷である。然し喜んだのも二 三日だつた。 【長男は十二日、それから毎日、次々に一人宛死んだのである 弟 妻も、子供も亡くなつたのである。私 毎日次々に火葬にした 最後に長女と四女と時を同じうして死んだ時などたまらなく泣い
た。その夜二人を火葬にしながら火が消えるまで淋しく夜通したゝずんでいたのである。 】父は病院へ送つたが、それつ切り消息も分からなかつた。 」※天に「✓」印。※池田高雄「鋳造工場」 。右同。本文六〇頁一行目～六行目「 「嫌ネー」と大きな瞳を少ししかめて見せる。私は二口三口煙草を吸い込んだ。 【突然「バチ〴〵〴〵」 （ママ）とつさに立上がつた私は南入口上方に其の光を見た。 「高圧送電線のスパーク」だと直感し、一足その方向に足をかわそうとした次の瞬間 グアーツ、ゴー」 アー爆弾」そう意識したのみ（ママ）身体全体怒濤に打砕かれる様な大きな衝撃を、只其れだけ。 】／何秒か、何分か 幾時間たつ か判らな遠くの方で自分を呼ぶ様な声が、それが段々と近く、ハツト辺りが明るく感じた。 」※天に「✓」印。※馬場新作 鋳造工場にて」 。被ばく時は大橋鋳造工場。記述時は工作部鋳造工場本文一〇四頁三行目～一〇五頁二行目「 【歯ぐきより血のいでしかばうちしまふ我ならねども心期しつつ／消えてはあらはるる点状出血のつづきてゆかば我
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は死なむか／をとめらにひたかくしつつ咽頭の粘膜出血にくすり塗りつぐ】 」 （中略）／「 【肺臓がざくろの如くなりはてて遂に死ゆくといふはまことか】 」 （中略）／「 【自（ママ・白か）血球四百八十に極減し生けるを人の不思議とぞいへり】 」 （中略）／「血をませと柿の葉を煮て我にのますをとめの心ときに泣かるる」 （中略）／「 【原子症状いづべきほどはいできつつ今は左の耳しひにけり】 」※天に「✓」と本文に「 「
 」 」印。
※「血をませと の箇所は
✓
」 「 「
 」 」印はなく、細い墨跡
で傍線。※陣内馬三郎「閃光一瞬にし 遺稿 」 。被ばく時は勤労課第一庶務係長 （昭
22・
5月逝去） 」 。
本文一六二頁三行目～一〇行目「幸町警察の前に大勢の人が集 つているので、何だろうかと思つて其処へ急いでいつてみると軍医さんが七、八人来て応急手当をやつている。それに大勢の負傷者が並ん 居 のだ。 【体全身直接光線に当たつた所は全部水脹或は皮膚一枚ぺろりとはげ、まるで幽霊の様 、寒い時に震える様 ぶる〴〵震い（ママ） 、ひい〳〵泣き喚いていて、自分は誰であると言わなければ顔なんかまるきり変つてい わからない。又地に坐つたまゝ動く事が出来ず看護婦さんに「姉さん早く治療して、姉さん〳〵」と泣き縋る者。地に寝 泣く事も出
来ずうん〳〵うなつている者、着物を剥ぎ取られ、又ぼろ〴〵になつた着物を着 。裸になり、馬鹿の様に んやりして居る者。見るに見られぬ残酷な姿であつた。 」※天に「✓」印。※染石吉明 茂里町工場」 。被ばく時は茂里町機械工場。記述時は工作部汎用機器課衡器係本文一六八頁五行目～一三行目「 【銭座町の上方の森のこんもり繁つた処に数名の負傷した捕虜が担架に乗せられ目をパチクリさせているのを見た。僕は最初同胞が沢山傷つき倒れているの 何の為に捕虜を救わなければならんのかと腹立しかつた。が、冷静になつて捕虜の顔を眺めていると、矢張り我も人也、彼も人也、敵ではあるが救い出して後まで丁重に取扱つている日本兵士 姿が神々しい気がして非常に感動せずにはいられなかつた。下の方から山手 方え（ママ）続々登つて来る。 】僕も其 人の群について忠霊塔のある上筑 町 運動場え（ママ）行きそこで一夜を明かした。その高地から見える下界 すべて、火の海であ た、夕闇深まるにつれ、次第に火の手ははつきり浮び上り、何とも名状 た 暴風になつた。玄海の如く荒れ狂つている。波にインクを流し込んだ如く赤一色 火の波である。 」※天に「✓」 「 （
 」印。
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※吉田一郎「茂里町、銭座町付近」 。被ばく時は茂里町鍛造工場。記述時は工作部汎用機器課発動機係。本文一六九頁八行目～一五行目「あれは気球らしいが次第に降下して居るぞ」 「又例によて（ママ）宣伝ビラか」ふと某戦友が拾つて来た宣伝文を想い出した。 「日本国は神の国、八月八日は灰の国」又か、と獨言を云つてペンを取ろうとする瞬間、強烈な閃光が眼を射た。【 「熱い」思わず叫んで気がついて見ると頭だけ机の下に入れて上半身裸体の背を閃光に向けて居たのだ。何事だろうと振返つて浦上上空を見れば、柿色に近い大きな火の塊が夕焼に染まつた白雲のようにモク〳〵と広つて（ママ）居る。 「何だろう、瓦斯タンクの爆発か」と思つた瞬間、耳をつんざかんばかりの大爆発が起つた。 】両手で耳をおさえて立上つた時は、何処から吹き込んで来た 、土砂が汗ばんだ背筋にネツトリと焼付いた様についていた。 」※天に「✓」 「 （
 」印。
※手島政喜 鍋冠山頂より」 。被ばく時は鍋冠山看視所（兵隊） 。記述時は材料課倉庫係。本文一九三頁一五行目～一八行目「この頃から、原子の彼（ママ・被 ）害は当時のみならず内蔵（ママ・臓か）機関 器官 ）もおかされて、
次々と死亡してゆく驚くべき症状が起つて来た。そして現今の医術では手の施しようもないとの話をも伝わつた。 【生きた心地もしないまゝに、新興善国民学校の大学病院の門をくゞた。白血球の検査で一六〇〇を宣告された。 うこの線になると死を待つより外はないとの事だつた。 】 」※天に「✓」印。※鈴木秀範 禍福」 。被ばく時 勤労課第一庶務係 記述時は勤労課労務係長。本文二一三頁六行目～八行目「 【それからもう一つは、血便血尿をして苦しんで る患者さんがあつたが、その家族の人が ま〳〵学校にズルフアミン剤があることを知つて飲ませて れと頼まれた で五錠あげると、奇蹟的に良くなつた。救護班の娘さんに教えられた話で、私は感心した。 】 」※天に「✓」 「
 」 」印。
※松尾セキの発言記録 追憶座談会の記」 。被ばく時は三菱病院看護婦長。記述時は長崎県時津村に居住。本文二一六頁一行目～五行目「 【処が火傷しているのにアルコールを飲んだので、体が燃えあがる様に暑いのであろう構外の川に入り込 でや ぱりちびり〳〵やつておつたそうだが 反君 今元気 郷里で働
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いているそうである。全く同じ衝激（ママ）で火傷した所長外二名は一週間以内に亡くなられたと聞き、早く酒でも差上げておけば、或は救かつたのではないか 思う （ママ）誠に遺憾に堪えな 。原子爆弾にはやつぱり酒が刺激として効きめがあつたので ないかと思われる。 】 」※天に「✓」 「 「
 」 」印。
※福田由郎所長（紙上参加） 「追憶座談会の記」 。被ばく時は副所長兼第一工作部長。記述時は三菱重工業（株）長崎精機製作所長。四
　
被ばく直後の救援列車
　
一九四五年八月九日午前一一時二分に、長崎市内浦上地区
に二度目の原子爆弾が投下された。最初の攻撃目標は、福岡県北九州市であった。天空の雲塊や前日の空襲 煤煙によって、北九州市上空から目標地点を目視することが出来ず 第二攻撃目標の長崎市内へ変更された。長崎市常盤橋が目標地点であった。常盤橋は中島川に架かる橋の一つであり、旧天領長崎のほぼ中心部に位置した。長崎市内浦上地区への投下は、本来の目標からずれた結果であった。そ ことは、広島原爆の場合と異なる。　
長崎本線の下り方向の長崎駅は終着駅であった。長崎駅か
ら、長崎港へ引き込み線が敷設さ 、移動路は上海航路へと連絡した。鉄路 上り方向は、長崎駅、浦 駅、道ノ尾駅と
続き、諫早駅や大村駅や佐賀駅方面へと連続する。長崎（浦上）原爆は、浦上駅と道ノ尾駅の間で炸裂した。長崎市内の交通路は、その地点で遮断された。そのため避難する人びとは、あるいは被ばく地に救援に入ろうとする人び は、三六六メートルの金比羅山の山道やその丘陵地を回り込むようにした陸路を得 以外の手立てはなかった。　
八月九日の被ばく後、その午後から夜にかけて、四回、道
ノ尾駅から浦上駅の方向へ 救援列車の接近が試みられた。そして、救護と搬送が行われた。 ことも、広島原爆の場合と異なる。　
長崎（浦上）原爆の場合、あの悲惨と破綻の現実の直中に
あって、最初は下命などではなく、現場の判断による急ごしらえの救援列車が被ばく地を走った。現場の咄嗟の判断と機敏な行動は、ヒトが人として在る真っ当な行為そ も であった。それらのことは、記憶されていい、記憶さ るべき行動であった。為される努力 、極限における無道と人道を振り分けた。真っ当さ 論究 現在に生き ジブン 自分らしさ、現在に生きるジブンタチの自分たちらしさに通底する関心である。 〈らしさ〉への追尋は、個別の属性を超えて、本来的な在 方を掘り起こす。　
それらのことに、私的な関心を寄せた。聞き書き調査など
から、救援列車の乗車体験などを纏めた。それ 小さな記録集に過ぎない（私家版第一集『長崎（浦上）原爆体験の記
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録
　　
被ばく直後に運行された臨時救援列車』 （二〇一四年
六月発行
　
非売品） 。その小集は、車内の細部や車内の出来
事などを十分に記録することが出来なかった。　
陣内馬三郎「閃光一瞬にして（遺稿） 」 （ 『長崎精機原子爆
弾記』九九頁）に収められた二首は、救援された側の思いである。 「学徒きたりて担架にのれといひしかばあなありがたくにじり寄りたり」 「汽車にの 運びなむと
ふママ
声きこゆいま
はみづから起つ力なし 。また、洗川優「大村の病院まで」（ 『同』一〇六頁～一二二頁）は、その経緯や内部の様子を記録する。その記述を要約し、そして一部を引用する。引用部分は、検閲痕跡を列記するのではなく、臨時救援列車という無二の出来事への関心としてある。　
洗川優は、被ばく時、三菱兵器大橋工場生産技術課冶工具
設計係であった。記述時は、勤労課労務係であった。洗川優は兵器工場内で被ばくし、壊れた窓枠から屋外へと避難した。工場の鉄骨は「飴の如く曲折」し 「婦女子は泣き叫び」 、あるいは「血達磨」となり、どす黒い血 流 た。皆は、丘や山地へと避難した。周囲 民家は、一軒もなく潰れ、点々として燃えていた。そして、 「昨日迄吾が社の花と咲きし美き乙女の姿は、今 醜い一塊の肉でしかなかつた。総べ は死の阿修羅であつた」 （一一五頁一六行～一七行目） 。 「街の方はやはり黒煙を吐 て燃えていた」 （一一八頁 二行目） 。　「四時過ぎであつたろう、列車がひつきりなしに汽笛を鳴
らして停車した。被害者の乗入作業が始まる（ママ）客車にＭ氏とＹ氏を乗せて席を取る。達者な者はもう一度列車を降りて、今は這う事も出来ず、防空壕や草むらに、又溝の中に横たわつている人々を戸板に乗せて運び、積み込まねばならなかつた。其の運ぶ対象は手当に依つて生きるであろう可能性がある者で、平時に於ては生きるであろう人々も幾人か今は死者として葬り去られた、 （ママ） （中略）特に全身の火傷者は戸板に寝 事さえ苦痛らしく、板の上 のた ち、接する皮膚の痛さに声を てゝ泣き叫んだ。海軍さんが痛いと泣き叫ぶ声をよそ 傷口をかまわず、どん〴〵引摺り積込んだ。早く積まねばならぬのと、そうしなければ貨車の面積を広く取るから。貨車に積み得ない者は客車中央の通路に寝か れた。 （中略）誰かゞ敵機だと叫んでいる。汽車に乗つた者も又降りて付近の凹地や藪草むらに隠れた。その為に客車中央部に置かれた重傷者は髪や体を蹴られ又踏まれ 「踏まないで下さい、痛い〳〵」と繰返し繰返し絶叫していた。 （中略）動き出したら何処へ連れて行かれ、何時帰つ 来 か判らない汽車である。 （中略）しばらく て列車は更に沢山乗り遅れた負傷者を残し 徐ろに動き出した。長崎を後 感慨無量なるものを感じ、茫然と窓外 景色の移り変わるの眺めて不安にかられた。 （中略）汽車は道ノ尾にて一時停車し更に負傷者を積み込み再び走り出した。窓外の山々の景色は原爆を外に鮮やかに青々と展け山村の農家が散在していた
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（ママ・句点を読点・以下同じ）下の方に見下される道路には郊外の知人を頼つて避難せんとする負傷者の群が続いていた。そして列車を振り仰ぎ恨めしそうに見送つていた。敵機は又も上空に現われた、列車は爆撃を恐れて、全速力で走り長与駅を通過してトンネルの中で停車 た。その為、黒煙が濛々とはいつて来て三十分 停車時間が胸苦しく、窒息しそうになつた。トンネルを出た時ほつと生き返つた様だつた。 （中略）私の傍に、全身火傷で全裸にされた二十五六頑丈な男が立つている、彼の皮膚は剥き取られ全身からは血脈の毛線が見え、桃色の皮膚に血がにじんで居た。彼はどうしたのか、突然血だらけになつた少女の膝へどし と座つ 、少女は痛いと。 （ママ）悲鳴をあげた 然し其の男は立上がろうとはしな つ 、すると列車入口に居た国防色 海軍水兵が来て、荒々しく血のにじんだそ 男の腕を握り、 「貴様は其れで帝国の海軍か」と怒鳴つた。ぼう然とし いた其（ママ）の男はその声にピンと不動の姿勢をとつた。私は何故か其の男が可哀想でならな つ 斯る状態 於てさえ軍規は生きているのだ。汽車 諫早駅に着き大半の人 そこで降ろされた。周囲は既に暗く駅には煌々と電燈が点き、大勢の市民が打寄せ た。警戒隊と て剣銃を持つた海軍さんの姿が今は血のにじむ全裸 海坊主となつていた。彼等は全部其処で降りた。駅のプラットホームは其の群と一部 民間人で埋まつた。 （中略）私達を乗せた列車は再び無気味に静
かな暗闇の中をコトコトコトコトと軌道の音のみを残して大村へ向つた。駅には陸海軍病院の兵隊さんが担荷（ママ）を持つて迎えてくれた。 （中略）米機は尚も飛来し、度毎に駅の電燈は消され、私達は暗い に身動きも出来ず長い間待たされた。忙がしく駆け廻る兵隊さんの軍靴 音のみが聴こえていた。救助作業は重傷者から始められた。先づ意識不明者、歩行不純（ママ）なる意（ママ） 、失明せる者、彼等はトラツクにて運ばれた。失明者がトラツクに三台いた には驚いた。大村市のトラツクは殆ど其の為に使用さ が、大村陸軍病院行きと、残された軽傷者七十名ばかりには ラツクの余裕が無かつた。一時間ばかり待たさ 挙句歩行する事に決つた。 （中略）三十分の道程を二列縦隊 黒い影が静々と通つて行つた。口一つきく者は無い、大空に星が瞬き遥か長崎の上空には雲 かゝり未だ燃え続け いるのであろう真黒に映じていた。時々何かゞ爆発しているのであろう。瞬時的に其の雲に紅の明暗を映じ大村周辺の真黒い山の端がクツキリと隈どられ、其 光景は真夏の早暁 水平線の彼方より昇る太陽の鮮明さにも比すべき美しさであつた。 （中略）／米機は又も飛来し、仲々（ママ）去らない。かすかに爆音が聴えてい 。 」 （一一八頁一三行目
～
一二一頁一三行目）
五
　
故奥泉榮三郎所蔵関連文字資料
　
奥泉榮三郎が亡くなってから、五年余り。奥泉栄三郎編
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被占領下の被ばく表現
『占領軍検閲雑誌目録・解題：昭和
20～昭和
24年』 （一九八二
年雄松堂書店）の刊行から数えて、三六年。故奥泉榮三郎が、慶應義塾大学研究教育情報センター（三田）収書課に勤務し、在籍したままに米国メリーランド大学マッケルディン図書館東亜図書部へ図書館実務を実地習得するために派遣されてから、数えて四四年。故奥泉榮三郎が関わる以前のことであるが、マッケルディン が敗戦国日本 移送された資料を整理するため、カードによる目録化作業を始めた時から、数えて五五年。現 も、そのプランゲ文庫所蔵の資料整理は続けられ、所蔵資料が閲覧に供されている。　
当初は、他用途の利用を目的とした移送であった。早い時
期には、マッケルディン図書館の地階に放置されたような状態であった。そこは 確かに故村上寿世がボソリと言った通りに、暗く、埃っぽく、微かに黴の匂いがした ビニールが、書棚全体を覆 ていた。　
現在は、同大構内の別棟の図書館に移った。プランゲ文庫
は、日本の被占領 や敗戦期を考察する文字資料として、そこで生きている。始めは、半ば紙屑であった。そのような扱い方であった。現在も 文字資料を生かす努力が積み上げられ、その成果を活用することが出来る。その初期に、故奥泉榮三郎の果たした仕事と足跡がある。故奥泉榮三郎は 半ば紙屑であった未整理の、雑多な資料群に 後史 一端を例証する価値を直感的に見出した。今日に至っ も、 確か
な眼力を感じる。共同通信社名古屋支社次長であった故長澤克治と戦後史の起点やその刻みを語り合い、また故奥泉榮三郎が仕事へ傾けた熱意や実直さを教えられた。　
故奥泉榮三郎の旧蔵書（図書と雑誌）は、早稻田大学中央
図書館が受け入れることになったと仄聞する。そのことを、心の底から喜ぶ。先の五年余りが過ぎるなかで、旧蔵書に対する家族の強い思い を、そ 端に在った者の一人として知っていた。それだけに、その思いが強い。遺族の同意を得て、私的に、故人の母校である慶応大学付属図書館に打診したことがあった。そ 時の館長は、丁寧に対応して下さった。図書館が 故人の旧蔵書を受け入れた しても、そのまま受け入れることは難しいと 応答であった。図書館が必要とする書籍に限ったり、現在の欠本を補う扱いになったり、そのために故人の旧蔵書の性格が壊れる結果にな ことを心配された。結果、実現しなかった。他 公的機関との接触を試みたり、故人と交友 あ 方々に相談したり、その方途模索した。それらも 遂には実現しなかっ 故人の郷里群馬県や郷土の公的施設に受け入れられ そのような形で落ち着くことを期待した。　
その後の五年余りのことは、そのことに関わる三六年前の
ことに二重写しになる。故奥泉榮三郎は、編者「謝辞」 末尾に書いている。簡素な言葉である。
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　「家族の圭子・由利・薫三名の労をねぎらいたい。ともすれば、何時完了するかも分らないこの事業の成行きを、蔭でよく理解し、静かに見守っていてくれた」 （ 『占領軍検閲雑誌目録・解題：昭和
20～昭和
24年』 ）
　
故奥泉榮三郎は、再び、 「労をねぎらいたい」 、と柔らかい
眼差しを向けるに違いない。在米期間のなかで最も困難な時期に、家族を守り、家族を下支えした奥泉圭子の苦労を深く思い返し、その一途な働きに〈謝辞〉を捧げるに違いない。故人は、彼の地で、それまでの旧蔵書に対した家族の働きに、再び万感の思いを新たにする。　
その経緯は、故人が戦後史に残る仕事した自然な形である。
故人の仕事は、真摯な姿勢 成し遂げた、前例のないものであった。家族が力を合わせた、一つの仕合わせの形である。奥泉圭子は、病後の体調を整えながら、故人の資料を整理した。大変な作業と作業量であった。それら 端正 対し、このような寸言を付すことは、一方的で 身勝手で、分を越えた言い回しであると自覚する。しかし、そのように記し い。　
他方、日系移民史や日本教育史などの未定稿のままに、遣
り残し 仕事がある。故人が残した文書資料は、二〇 七年四月に米国シカゴ市内の奥泉圭子宅から集荷され て船積みにされ、同年六月に届いた。丁寧に梱包された段ボール一八箱である。そのため、目分量として一八箱相当に欠ける。
　
二〇一五年頃であったと記憶する。前任校のメール記録が
ないため定かではない。幾度か、シカゴ市在住の奥泉圭子とメール交換をした。墓参や郷里北海道への帰郷の折や広島市内や東京都内などで、直接にお会いした。日本移民資料館や国立歴史民俗資料館への寄贈や、版元との版権交渉に関することもあったが、主に旧蔵書に関してのことであった。二〇一六年一〇月頃まで、そのような遣り取りや資料整理や移送手段と整えることを続けた。　
しかしご本人が、その年の秋から翌年に掛けて体調を崩さ
れた。退院後は、病後の回復に専心された。収集した図書や雑誌類や文書資料は、故人の、仕事の上での生き様のようなものである 確かに、現在に脈打つ傍証資料や関連資料である。故人の仕事の成果を享受する側の末端に在って、その一部でも引き継ぐことが出来るのであればと思う。　　　
付記。文書資料の移送手続きは、ヤマトグローバルロ
ジスティックジャパン仙台出張所に依頼した。担当の方は、丁寧に、的確に対応して下さった。それ 職分を越える思慮や配慮を含んでいた。事務的なメールの遣り取り 最後宅急便創設者の社訓が引用されていることもあった。仕事上のことであるが 故人の意思を形に残すこと 一端に関わっている、という強い思い 伝わった。今でも、感謝している。税関検査が入った 特段 不具合はなか
（よこて・かずひこ／青森公立大学）
